
宮
本
の
権
現
様

宮
本
を
歩
く

　
「
宮
本
の
権ご

ん

現げ
ん

様さ
ま

」
と
し

て
知
ら
れ
る
熊
野
神
社
は
、

匝
瑳
地
区
に
所
在
し
、
市
内

で
も
由
緒
あ
る
神
社
の
一
つ

と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

大
同
年
間
（
８
０
６
〜
８

１
０
年
）
創
建
と
さ
れ
る
同

社
は
、
１
２
０
０
年
ご
ろ
か

ら
１
５
０
０
年
ご
ろ
ま
で

匝
瑳
南
条
庄
12
郷
の
「
総
鎮

守
」
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

を
裏
付
け
る
遺
物
に
、
１
３

５
３
年
と
刻
ま
れ
た
県
指
定

文
化
財
の
梵ぼ

ん

鐘し
ょ
う

（
釣
り
鐘
）

が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
、
同
社
に
関
す
る
資

料
提
供
が
あ
り
、
そ
れ
は
１

９
１
２
（
明
治
45
）
年
に
宮

本
村
の
人
が
由
緒
を
書
き
写

し
た
も
の
と
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
資
料
に
よ
る
と
、
熊

野
神
社
は
江
戸
時
代
に
宮
本

村
だ
け
の
鎮
守
と
な
り
、
そ

れ
ま
で
は
鈴
木
姓
の
神
職
が

管
理
し
て
い
た
も
の
の
、
１

７
０
０
年
ご
ろ
に
は
そ
の
家

系
が
途
絶
え
た
と
さ
れ
ま
す
。

同
社
は
１
６
５
１
（
慶
安

４
）
年
に
本
殿
が
再
建
さ
れ
、

こ
れ
が
現
存
の
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
当
時
は
、
八
日

市
場
村
見
徳
寺
の
末
寺
・
光

明
院
が
同
社
を
管
理
し
て
お

り
、
見
徳
寺
歴
代
の
僧
を
退

匝瑳探訪
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い
た
者
が
同
院
住
職
を
勤
め

て
い
た
よ
う
で
す
。

　

現
在
、
神
社
に
面
し
た
社

務
所
に
「
安
産
の
お
守
り
」

の
案
内
板
が
見
ら
れ
ま
す
が
、

資
料
に
は
、「
各
家
に
妊
婦

あ
れ
ば
神
社
に
詣ま

い

り
、
安
産

の
守
り
札
を
頂
戴
す
る
者
多

く
、
上
総
、
下
総
を
通
じ
て

信
徒
の
区
域
は
な
は
だ
広

く
」
と
あ
り
ま
す
。
安
産
信

仰
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
始
ま

っ
た
か
知
ら
れ
て
い
な
い

も
の
の
、
当
時
、
広
範
囲
に

信
仰
者
が
い
た
と
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
１
９
５
８
（
昭
和

33
）
年
に
市
内
（
当
時
）
で
最

初
に
県
の
文
化
財
指
定
を
受

け
た
梵
鐘
は
、
１
９
０
８

（
明
治
41
）
年
に
県
に
登
録

さ
れ
て
以
降
調
査
が
始
ま
り
、

そ
の
７
年
後
の
大
正
４
年
に

国
宝
指
定
の
出
願
が
さ
れ
た

と
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
秋
の
台
風
で
被
害
を

受
け
境
内
も
多
数
の
木
が
倒

れ
様
子
も
変
わ
り
ま
し
た
が
、

由
緒
に
ふ
さ
わ
し
い
雰
囲
気

が
漂
っ
て
い
ま
す
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・

依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班

☎
73
・
０
０
８
０

　

市
内
４
か
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
国
指
定
重
要
文
化
財
・

県
指
定
有
形
文
化
財
の
仏
画
を
、
１
月
19
日
（
日
）
に
限
っ
て

一
般
公
開
し
ま
す
。

◆
日
時

　

１
月
19
日
（
日
）
10
時
〜

15
時

◆
公
開
仏
画
と
場
所

▽
国
指
定
重
要
文
化
財

　
「
愛あ

い

染ぜ
ん

明み
ょ
う

王お
う

像ぞ
う

」「
普ふ

賢げ
ん

延え
ん

命め
い

菩ぼ

薩さ
つ

像ぞ
う

」

場
所
…
長
徳
寺（
横
須
賀
）

▽
県
指
定
有
形
文
化
財

　
「
十じ

ゅ
う

王お
う

図ず

」全
10
幅

場
所
…
西
光
寺（
八
日
市
場
ホ
）

※
同
寺
で
は
、
寶
光
寺
（
貝

塚
）
所
蔵
の
県
指
定
有
形
文

化
財
「
阿あ

字じ

観か
ん

像ぞ
う

」
も
公
開

さ
れ
ま
す
。

▽
県
指
定
有
形
文
化
財

　
「
高こ

う

野や

四し

社し
ゃ

明み
ょ
う

神じ
ん

図ず

」

「
十じ

ゅ
う
に二

天て
ん

像ぞ
う

」「
真し

ん

言ご
ん

八は
っ

祖そ

像ぞ
う

」計
21
幅

場
所
…
福
善
寺（
八
日
市
場
イ
）

問
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
室

☎
67
・
１
２
６
６

ふるさと納税による緊急支援募金ふるさと納税による緊急支援募金
　ふるさと納税制度を利用した台風15号の被
害に対する緊急支援募金が、11月30日現在で、
181件・231万3300円に達しました。

▽寄付者　川村嘉則、村田明子
※11月１日～30日の受け入れで、寄付額２万6000円以上で紙
面掲載の承諾があった人。（敬称略。五十音順）

　市では、それぞれが持つ知恵と力を生かす「市
民提案型事業」を募集し、優れた提案に対して費
用の一部を助成します。
　新年度に実施される事業の提案を、次の通り募
集します。
募集事業の種類…①新団体設立支援 ②団体ステ
ップアップ支援 ③協働提案型 ④子どもまちづく
り提案型
募集期間…２月14日（金）まで
※募集方法や募集要件など、詳細は市ホームペー
ジをご覧になるか、または市民活動サポートセン
ター（市役所１階環境生活課内）へお問い合わせ
ください。

問環境生活課市民協働班☎73－0088

市民提案型事業を募集
令和２年度 仏画

公開
１日限りの文化財展示

「権現造り」が特徴の熊野神社の本殿

西光寺の仏画西光寺の仏画
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あ
て
先
…
匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班　

〒
２
８
９
―
２
１
９
８　

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

あ
て
先
…
匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班　

〒
２
８
９
―
２
１
９
８　

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

　
　
　
　

☎

　
　
　
　

☎
7373
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ

・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
7272
・
１
１
１
４

・
１
１
１
４

力
作
募
集
中

図書館だより

　図書の「新着案内配信サービス」
を始めました。
　書名や著者名など、キーワードを
あらかじめ登録しておくと、その条
件に合った新着図書を毎週水曜日に
メールでお知らせします。
　まずは、パスワードの登録が必要
です。詳しくは図書館ホームページ
をご覧ください。

　１月29日（水）～２月４日（火）は、
年に一度の蔵書点検のため臨時休館

新着の本をお知らせ

休館前はたくさん借りられます

します。ご不便をお掛けしますが、
ご協力をお願いします。
　休館前の１月15日（水）～28日
（火）は、一般書・雑誌に限り何冊
でも借りられます（ＡＶ資料は３
点のみ）。貸出期間は３週間なので、
ぜひご利用ください。

★八日市場図書館
　毎週土曜日14時から約30分間
★のさか図書館
　第４土曜日10時30分から約30分間
※例年１月開催の「人形劇を楽しむ
会」は、３月１日（日）に行います。

１月の「おはなし会」

●休館日…年始４日（土）まで、14日（火）、毎週月曜日
●臨時休館日…29日（水）～２月４日（火） 問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）

図書館ホームページはコチラ
https://www.library.sosa.chiba.jp

本本おすすめのおすすめの

『ザ・ランド・オブ・
 ストーリーズ（全６巻）』
 クリス・コルファー／著　田内志文／訳

 平凡社

　双子の兄妹、アレックスとコナー
は、誕生日プレゼントにもらった絵
本の中に吸い込まれてしまいます。
そこは有名な童話の“その後”の世界。
元に戻るには「願いをかなえる呪文」
を探さなくてはなりません―。

『ジョン・マン』
山本一力／著　講談社

　漂流、アメリカ生活、そして地球
一周した、中浜万次郎こと“ジョン・
マン”。彼の生涯が描かれた本作（現
在７巻まで刊行）。万次郎は日本に
帰ることができるのでしょうか。

俳
　

句 

髙
安 

せ
い
子 

推
薦

蒼
天
の
即
位
御
列
冬
に
入
る 

大
川　

宜
子

魂
祭
り
祭
壇
に
母
ふ
っ
と
笑
む 

椿　
　

和
枝

豆
を
選
る
小
春
日
和
を
こ
ろ
が
し
て 

岩
井　

や
す

大
西
日
蒼
天
の
鉄
塔
輝
や
け
り 

光
瀨
甲
江
子

底
冷
や
土
間
に
下
駄
何
足 

安
藤　

建
子

鯛
焼
を
上
手
に
割
っ
て
母
の
手
よ 

椎
名　

晴
江

お
先
に
と
友
は
逝
き
た
り
冬
北
斗 

椎
名　

貴
寿

 

川
口 

城
司 

推
薦

寒
つ
ば
き
け
ふ
も
見
事
に
咲
き
に
け
り 

野
仲　

妙
子

大
き
木
に
大
き
実
一
つ
柿
の
秋 

石
田　
　

健

川
　

柳 

勝
又 

康
之 

推
薦

令
和
の
世
平
和
を
祈
る
初
日
の
出 

松
野　

敏
昭

雲
間
か
ら
燃
え
る
太
陽
初
日
の
出 

江
波
戸
京
子

犬
吠
を
描
い
て
み
た
い
初
日
の
出 

椿　
　

謹
二

初
日
の
出
毎
年
見
に
行
く
駅
二
階 

常
世
田
や
す
子

雑
煮
餅
噛
ま
ず
に
飲
め
ば
命
と
り 

佐
久
間
美
智
子

お
雑
煮
を
み
ん
な
で
食
べ
る
三
世
代 
鵜
澤　

澄
子

雑
煮
食
べ
今
年
も
太
る
寝
正
月 
安
藤　

幸
雄

 

川
口 

城
司 

推
薦

カ
ワ
イ
イ
ね
に
ダ
ン
デ
ィ
だ
ね
と
返
さ
れ
る 

石
田　
　

津

短
　

歌 

小
泉 

泰
淸 

推
薦

山
里
に
ぽ
つ
ん
と
ひ
と
つ
道
祖
神

　

土
よ
り
の
ぼ
り
ぬ
冬
の
寒
さ
は 

宇
野
と
し
子

戦
争
を
知
ら
ぬ
政
治
家
多
い
世
に

　

教
皇
の
核
廃
絶
に
ど
う
答
え
る
の
か 

川
手　
　

芳

四
十
余
年
共
に
暮
せ
し
姑
は

　

介グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

護
施
設
へ
日
々
静
か
な
り 
伊
藤　

英
子

首
か
し
げ
じ
っ
と
顔
見
て
鳴
き
も
せ
ぬ

　

猫
の
仕
草
を
愛
し
み
て
見
ゆ 

伊
藤
登
美
枝

駅
伝
で
励
ま
す
タ
ス
キ
ひ
ら
り
揺
れ

　

色
々
繋つ

な

ぐ
希
望
も
夢
も 

小
川　

一
夫

迷
い
た
る
十
年
日
記
と
五
年
日
記

　

耳
元
に
聞
く
亡は

母は

の
励
ま
し 

木
下　

昌
子

立
冬
の
洗
濯
物
に
赤
と
ん
ぼ

　

五
つ
並
び
て
微
動
だ
に
せ
ず 

小
川　

ま
さ

 

川
口 

城
司 

推
薦

七
十
年
の
運
転
歴
を
惜
し
め
ど
も

　

脳
梗
塞
の
身
に
自
動
車
は
要
ら
ぬ 

小
川　

知
至

土
押
し
て
肩
を
出
せ
る
紅
あ
づ
ま

　

二
・
五
キ
ロ
を
掘
り
起
し
た
り 

伊
橋　

良
子

今
ど
こ
と
電
話
で
聞
け
ば
バ
チ
カ
ン
の

　

教
会
と
言
う
明
瞭
な
声 

石
田　
　

治

秋
深
む
け
ふ
の
夕
日
の
し
づ
み
ゆ
く

　

傍
に
細
き
月
の
冴
え
を
り 

大
木　

政
子

文
芸
コ
ー
ナ
ー
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